
日本海底棲生物調査

I調査目的

本県日本海沖合κ会ける底びき網漁業の対象と~る魚種Kついて，分布，回遊，成長産卵持期等の

生態学的究明を行うと共VL，漁場環境調査を実施して，同漁業のより合理的発展に資する。

E 調査内容

(1) 調査期出

昭和 44年 12月18日-45年 4月3日

(21 調査員及び調査船

イ調査員 技師赤羽光秋

か田村真趨

口調査船

船 名 総トン数 馬力数 乗組員数

東奥丸 38.35トン D120PS 10名

備 考|
S 45.1.10 - 2.26 
主として，鯵ケ沢沖

瑞鴎丸紛81 H imlゆ 10 f/ S 44.12.18 -S 45.4.3 
主として深浦沖

(3) 調査侮域

日本海本県

沖合大陸棚

(41 調査項目

A 海上V(iiサナる調査

付) 底びき網による漁獲試験

(ロ) 漁場観測...・H ・.......一般海気象及び定点海洋観測

ト) ヒラメの回避周査

B 陸上V(iiすTる調査

左図VL i>~~て斜線で描いた海域

(イ) タラ，ヒラメ， アプラツノヂメの多項目魚体測定・H ・H ・..体長，体重，性別，生雇腺重量及び腺

長・卵径・肝臓重量・胃内容物・その

他

日調査結呆

A 海上v(i，~ける調査

4 4年度Kなける鯵ケ沢地区底びき網漁船による漁獲量は 1，072.1トンで，とれは43年度の

50 3，1トシの約2倍Uても在ってb九 33年度以降にがいて最高を示した。

ζれはアプラツノサ・メのl漁獲が多か唖たととによる。試験船の漁獲量は当業1曳網当り漁獲量K

比較してやや少い程度であった。

34-



44年度陀討する試験船の淀獲状況は，東奥丸の場合総漁獲量3.19 6 ~で，操業回数が 4 3年よ

り多かったにもかかわらず， 43年(8，2 34. 6 ~)の 3 8.8 %!tC留った。しかし瑞鴎丸は東奥丸とは

逆に操業回数は43 年よりやや少~かったにもかかわらず， 4 3年度(5.6 99 Kii' )の約1.5倍で

ある 8，71 4 ~を漁獲した。とれは両年の漁場及び漁獲内容の相異がもたらした結果である。ヒラメ

標識放抗は2月20日， 2 5日の両日，計， 9 8尾Kついて実施した。昭和45年 5月3日現在の再

捕は1尾だけであったゑらとの1尾について移動速度をみると約1.500m/dayである。又， 底び

き網漁場の海洋観測結果によると，本年は昭和43年K比較して水温が全般的K低めに推移した@

底びき網漁場にかける水温の垂直構造は0-15 0 m層闘ではあまり変化してい念かった。塩素量

分布及びプランクトンの分布から見て，との水域は沿岸性の強い対馬暖流域内であり，持期的Kは対

流の盛ん~尉期であった。 200m 層の水温が急、に下がっているととは，暖流の厚さの限界を示すも

のと，恩tつれる。

ヒラメ，タラ，アプラツノサ・メ3魚種の操業位置がよび漁獲は，第I表a， b，弟日凶 a， b，. 

cのとがりである⑧

1 ヒラメ

ヒラメは，調査期間中(昭和44年 12月-45年3月)を通して，他2種に比較し.持期的変

動はみられをかった。深浦沖200m等深線内で，よい漁場が形成された。

2 タラ

タラ場と呼ばれる大戸瀬沖から鯵ケ沢沖Uてかけての200m等深線K沿った海域で多〈漁獲され

た。漁期は， 1月-2月初旬であった。

3 アプラツノサメ

1 2月-1月深浦沖200m等深線でか左りの漁獲を得た。 1網!tC3. 0 0 0 Kg-， 9 0 0 Kg-とまと

まって入網する所から濃密宏群を作っているととが覗われる。

当業船のとと数年閣の水場漁獲量の変動(第目図)を見るとアプラツノザメの漁獲を除いた他の魚

種は，たいたい均一念i漁獲をあげてなり，今後共との漁獲は保たれるものと思われる。漁場価値とし

ては高いと云えよう。

B 陪上!tCÌ>~ける調査

魚体調査の結果を項目別にみると

(1) 体長と体重の関係

a マダフ
'手 w= 4. 9 8 2 X 1 0 -7 L 2・4474 (K9 mu/単位〉
o W 4.948)(1 0-8L2.8029 (K9 腕単位)

b アプラツノザメ

w= 5.3 7 X 1 0-11 L玖.7357 (匂脚単位)
c ヒラメ
♀ 羽た=0.2 1 2 9 L 2.96会 (!1 71lJI1単位)

o w 0.2 2 3 7 L2. 878 (r; mu/単位)

以上体長と体重の関係式を得た。アプラツノザメについては雌雄を区別して測定していをいので，

雌雄混ったかたちで結果を出した。

(21 体長組成

a マダラ

今回の調査では体長45-95cmの範閤tてあり， 55-75閉までのものがもっとも多かった。

体重は 1-2Kii'の範凶 tてあり， 2_6K9のものが70%以上を占めていた。

b アプラツメノサメ

体長は40-1 OOcm，体重は1-7K9の範聞にあ丸 60-80cmのものが 90%，2-4 

K9のものが60%弱を占めでいた。
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体長，体重とも持出的K大き〈念る傾向は見ら:nるが，サンプルが少をいため充分な分がで

き左かった。

c ヒラメ

体長20-50ω』体重200-2.4 00 'I'の範囲にあれ体長25-40cmのものが 80%

強，体重では1.600 'I'未満の個体;O;90 %強を占めていた。

(3) 胃内容物

タラ，アプラツノザメ，ヒラメの3種は，高次の食性であり，何れも似かよ .，1t食牲を示したお

その内容はタコ，ソウハチガνィ，アプラメ，ニギス，イカ，ヒレグロ，カレイ類であった。魚種

別に摂餌個体の割合を見ると，

a タラ

5 1尾について調査したがその中 12尾(約24%)VL:は胃内に念んの捕食物も見られ念かっ

た。

b アプラツノザメ

2 0尾中の 80%の{固体の胃内には何らかの餌カ員られた。

c ヒラメ

計 34尾について調査したが， 1 8尾〈約50%)の胃内にはをんらかの餌が認められ九

(41 性比について

タラ
1月中には，オスの割合。方が多カ‘ったが， 2月に入って，メスの割合の方が多〈なっていた。

とのととはタラの移動生態と何かの関係があるのではないかと思われる。

アプラツノザメ
東奥丸の資料を丹いたが，ほιもどが維で匂モ。とれは漁場位置との関係があるものと思われる。
ヒラメ

雌雄比は同じであった。
(5) 卵径について

マダラ

放卵前の個体については，かを bのバラツキが見られたが，徐々に卵径は増している。

放卵後，卵巣内に残っていた卵から推察して，卵径は 1.271ml前後で，繋明日となり，放卵される

ものと思われる。

ヒラメ

まだ，産卵期K数ヶ月あるためか，一様K卵は小さ〈調査期聞になける一定の変化は認められ

念かった。

百今後の課題と問題点

本年度の調査は，特記魚種の生物調査を重点的に主?と設い， ζのほか凪遊調査及び環境調査を生?とだt

ゥ 1t。特定魚種としては，マダラ，ヒラメ，アプラツノザノを選んだが，本年はとれら魚種についての

生物的特徴を見出すととK目標をむいた。底接生物の資源状態を担握するためには，本年事?とをったよ

うを基礎調査及び研究が非常K重要であるととは，底棲魚族の生態キ生活史について，不明左点が多い

ととから明らかである。

したがって今後ひき続L 基礎的友生主閥査や環境調査を実施する必要がある。
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第 I表 a S. 44年度瑞鶴丸操業結果表

操業次数 1 2 3 4 5 6 7 
ト

操業月 日 44.1ζ/18 /21 /22 4う.1/10 1/12 /1う /19 
ト一一一一一一一一トー一一一 一一

操業位置

曳網回数 4 4 4 4 3 4 
ト~一一一一一一一一一一一

水 探 (M) 110-280 110~ 2∞ ~5i 130 ~300 100-130 l∞-2∞ 1∞-290 
底 質 lVl~S lVl SlVl SM lVl-SlVl SlVl RS-SM S孔f

NF でi1117EU  
潮流 i白] .速 N E 0.7 N E 1. 0 N E 1. 0 N N E 0.7 N E 0.7 

水 Olll 13.ト13.4 13.ド13.4 13.3 10.1 10.2 9.8 - 10.0 

温 100m

マダラ 60 20 20 

漁 アプラザメ 3， 900 40 120 

ヒ フ メ 23 15 7ラ 65 
一一一ー一一

獲 カレイ数 !o 6う 8 50 

アンコウ 20 6 1う 40 

量 タ コ 20 27 35 
トー←一一一一一

事司 ヤリイカ
一一一一

その他 うう 80 40 75 50 lラ

計 4，020 65 17ラ 120 

損リ
ヒラメ同

定 81 

尾
数

同

0.2瓦ず体

メ平均
一」一一一 l |寸重 範 関

向 l i平長1

I-考 操業位置備 11 " n 
" 11 

ふ 25 さ 27 才l 12 〈 22 I :tL 14 

〈 23 え 25 
ま 22 

13 〈 22 レ、才1

を 15 や 22 11 13 .$-. 
224 5 ゃ

22 ν、
ね 11 'i 22 ね 24 け レ、
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操業次数 8 9 1 0 1 1 1 2 
ト一一一一一一一一 → 一一

操業月 日 45.1/20 /26 /28 /30 2/4 /81 /12 

操業位置

曳網凪数 2 6 3 4 3 云35114D~J1ω-130 水 深 (M) 280-300 100-220 I 100-130 120 - 300 

底 質 l SM SM  SM  S孔f SM SM  M 

E

一
N

一

速
一

m
一
n
u

f
 

-
一
雨
一流「

潮
一
水

温 I 100m 

マダラ

o. 7 1 N N E O. 5 I N N E O. 7 I N N E 1. 0 i N N E 0ぅfN-Ni-o.-7
10. 0 I 9. 6 -9. 8 I 9. 6 -9. 7 

30 

9. 6 8. 8 

7 
4 

50 

8. 8 

NE1.0-Lラ

8.9.-9.0 

漁!アプラサメ 5 

ヒラメ 130 85 40 30 

獲|カレイ類

アンコク

量|タコ

20 

24 

79 

え

ま

T
|
|
+
1
1
1
1
1
1
 

主
目

4
・

4

位業操
り

b
や

と

ふ

け

6

6

4

 

η

J

L

η

4

η
，L
 

15 I 32 

15 

nu 
l
 

25 

L
L

「
80 

11 

ねつ乙
内
J
ゐ 15 

lα) 

107 

'~1 -2271 

" 

q
J
 

q
J
L
 

まっ、J

戸、ノ

p
hノ

F
、ノ

F
「
J

つ
ム
勺
4

つ
L

q

4

つら

172 

ハUl
 

十

" 11 11 

131や 221 ( 

13 1 ( 21 Iゃ

141ふ 241ふ12 Iそ

そ 14 け

ふ

ふ
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1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 

/18 /20 /2日 /26 /28 3/15 /19 /23 
一一一一

ト一一一一一一一一一一

弓 7 う 6 う 6 3 7 

95 ~ 125 90~ 1ラO lα)~ 120 110-150 110 --160 105 --1ラO 97 --140 100--120 

SM  SM  M M SM SM SM  S乱4

NEO.7--1.0 NEO.5-.0.7 N NNE N N E 0.5 N o. 7 N O. 7 

8.4 8.4 ~ 8.5 8. 9 8.0 7.8-7.9 7.2 7.6 

トー一一一

35 23 105 100 50 42 7 32 

II 65 42 4雪 9 60 22 90 

20 20 12 60 40 20 10 
ー一一“一→

7 14 25 lう

260 32 27 35 

121 69 10 48 9 134 24 33 

481 2印 183 278 1(沼 298 88 165 

8 

o.日-1.0ラ
ー一一一

f/ f/ f/ f/ " " " " 
や 23 や 23 j' 23 空 23 主テ 22 〈 22 〈 22 や 22 

け 24 ま 23 や 22 j' 23 ';I;~ 22 〈 22 や 22 〈 22 

」ι 25 て 26 や 22 Aュ 24 生子 22 おミ 22 ま 23 

..&-- 26 ふ 25 や 22 ..&-- 24 "1 23 お戸 22 23 

や 23 け 23 や 22 ま 23 や 22 幸子 22 ま 23 

や 23 ヒラメ標識 b 22 "1 23 〈 22 

〈 22 放流 80尾| ;f 23 

_i 
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操業次数

操業月日

操業位置

曳網凪数

水深 (M)

トー一一一一一一
底 質

潮流向.速

~~一三6

仁竺一二

J
斗
!
類イa

o m 

IUTーの
20 441--95 

26 I ')う44 

30 

IKi7J :その他

言十

測!
定|
主主 l 

長l
町ヒ範囲
iフ一一
iメ平均

重|閣

糊平
一一一一一一L一一
自街

(尾)

T

-
F

、ノー

60 

169 

30 I 20 

30 

14 

144 

44 

214 

(尾)

ro 
η
4
 

0
 

と
内
合
J
4
4
 

M
W
 

を

ふ

ゐ

主

主

主

け

1

十

斗
l

i

l

-

-

i

-

uー

2

2

6

2

「

η

4

q

，L

弓

4

η

ノ
-

ハU4A
 

ヌ

や

キ

お

置

mμ

位業操

〈

囲
」
削
寸考

〈

や

ふ

と

と

22 !や

2-3ζ 

2ラiや

26 

ト一一一一

25 I ( 22 

26 I ( 22 

23 I < 23 
23 I ( 23 

23 ( 22 

24 
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~I 表 b S . 44年度東奥丸操業結果重量

操業次数 1 2 4 5 
.j.-ー

操業月 日
S • 45 /12 /20 /23 
1/10 

← 十一

鯵 ヶ'IR " " " " 
操業位置 NW/N古N NW/N告N NNW NW/N NW/W ト

12. 5' 12' 12' 12' 12' 
一

曳網回数 3 3 6 3 4 

十一一一
水 設(M) 285 - 330 230_ 285 260-320 28ラ-310 290-310 

底質I M M M I lVl 

1 5 1N，R4 3SC E 引引(N L 潮流伯1・速 l W04/4~N 0.5 
N I NE I E， S E 

~05f七竺 -Ji
水 om I 10.3 10.2 I - 10.0 

m日 9. 4 

420 I 450 I 110 95 マダラ 9 

漁 アプラザメ
一一十一一

ヒラメ

獲カレイ類

アンコワ 10 

量タ コ Ilf 1ラ
(ヤリイヵ 30 
E専
)その他 12 I 1ラ

l計 l32[ 押 O

定測 ダラ伺 7 I 3 I 

7伺 (6)

プヲ 面1 11…1490-9301 
備考|… }l l… 

内数字は. i 40 K9 

i多項目測定 | 

|ι数を表わ | 
l す。
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操業次数 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 

操業 月 日 1/30 2/4 /7  /12 /18 /20 /2ラ

鯵ケ 沢 " " " " " " 
操業位置 :NW/NtN NW/NをN 問有YN告N NW/N NW/NきN NW/N NNW 

10 - 12' 12' 12' 1 f-12' 12' 12' 7 - 12' 

曳網函数 5 4 4 4 う う 4 

水 深 (M) 55-28ラ 240_ 300 200~ 270 220-315 235~ 265 190-260 105 -240 

底 質 恥1，S M M M. SM  M M M 

潮流日J， 速 E， NE  NE NE N~NNE N~NNE S-SE W/~. SW 
0.4 -0.5 0.3-0.4 O. 3~0. 4 0.4-o. 5' 0.3-o. 4 0.2-0.4 0.3， 0.5 

水 o m 9. 4 9.4 9. 3 8.5 8.8 8. 8 

担 100m 9.9 9. 4 9. 1 7.9 8.8 8. 5 一
ト

マ ダラ 6 ラ80 307 147 246 15 19 

i漁 アプラザメ 10 8う 14 
一一一一

ヒ フ メ 9. 5 

カレイ要員
獲
アンコウ

タ コ 11 11 5 

量 ャ 11 イガ 6 

戸、 その他 24 34 lυ 

K9 計 30 591 352 162 2ラ6 106 46.5 
、、J

現リ
定 Iマダラ伺 36 lU 8 7 

尾 アプラ ( 5) (7) 30 数 ツノザメ鞘

f本 'マ 範囲 .日-7.4:) 2.7仁、4.55 3.ヌム9.10
ダ

フ 平均

主主 アツ.-、

プザノ
範囲 2.9弘~. 90 1. 8-6.9 

K9 

'-' 
ラメ
平均

i前 考

!スケトウタラ

34 K~ 
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1 5 1 6 

/26 3/4 

" " N/W NをW
7' -8' 8' 

6 

部-110 95 

島f M 

NW/W N o. 3 0.3-0.4 

9. 0 

2 

18.2 

64.4 31 

10 

13 

う

17 7 

122.6 40 
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ぷ E表 詞験船の海域月Ij操業結果主主(弱 I 図参!\~)

東奥丸(s・45・1・1O~ 3・4) 

海区|水

A地区

札|曳
保|昨|凶

m 

8{)~ 1 I 0 1 

B 1240-320 

c 1 2 0 0-3 3 0 

D 1 1 9 0--3 1 5 

E 1290~310 

J三;

:1:::;( 
瑞鴎丸(s・44・12・18-S・45・4・3) 

海区|水
曳網 I._ ~~ ~， I 1曳網当り

深 I~_:: ::，" I漁獲量| 壮回数 1.... -_ -1漁獲量

m 

F海区 1100-200
回
2 

K~ 
9 1 

K9 

4う.5 !アプラツノザメ

G 9 0-2 2 0 2 8 1，5 1 3 う4.0I印ヤ川仇卜3日嗣
84.5 1ヒラメ，ヤリイ九 122円品i

i アプ判エメ，その他 γι ド叫

1 I 6.8 Iア汚ザペタラその他 j日間

|ラその他 川与のみy ;/. -"CVJ1凹川 /20

2 L 7戸hv1~-I:九み
十一一一

731!;  

H 90~200 

nu 
ハU

丹
、
J

~
 

nu 
n
t
 
l
 

v
'
A
 

J I 280~300 

kri 

う， 828 

1 
~I 

回十

1， 5 1 8 
i 

7 9 I 

1 
6 5 

E計
9， 0.9 4 

-44 



弟I週
試験船操業海峨

と.X結凶

t
 

t
 

l
 
、、
、、

『

-
-司

、、
、、、
t
 

410N 

| 寸操業日数 (日)

l 寸曳網回数 (回)
l 寸1曳網当り漁獲量(K[i' ) 

⑫ 東奥丸 A-E 

. 瑞鴎丸山

海図第 14 4号

1 : 500.000 
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l:ト-、.，、，
J昼、，

'‘，'  ，、，

ト!、・、 ~019181716l51413l21、11・C"987654321 
ト

い 1¥ 
Fラ

r 出内、' 
ト・

は
』

Vζ 

l5 

10 

ー

5' ー tま

ト-
....__ 

ト・ と

ト・
ち

~ ト
り

410N ぬ

ト
る

を
ト

オコ E ト
台、 E ← よ

← ?ヒ ~ 1 J }ー
れ ， 丘

一

55' 

そ / 
〆コ

ー

50' 』
ち

30 28 26 24 22ね / 
』

ら v 
ト-

む
ν 訟弁↓鯵Yケ沢トー

ト
う

ゐ ~ ν事¥ゅν 天
←- の 崎
トー

i甘 瀬崎
トー

← ν ト
ヰ:

ト じν
ト

ま L.:. 

ト ふ付 ヒ 第 E図 操業位置および漁獲
， 深浦

45' 

40'・

ー
ζ E与 a ヒラメー

纏作崎え ， ~ ¥0 
ー

て ，・、 • l曳網当り 10Kijl以上の漁獲ー
~ h ト-

35 

ト・
さ 監 図 0以止-::-10 K:t未満の11 
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